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加硫温度と加硫ゴムの物性について (4)

今回は，前回門こ引き続き，加硫温度及び加硫

時間の異なる加硫ゴムの圧縮永久ひずみ試験及び

屈曲き裂成長試験結果について紹介する．

1. 圧縮永久ひずみ試験

表 1の配合に基づき，加硫促進剤 (DM, CZ, 

TT), 加硫温度(120, 140, 160℃)，加硫時間(tc

(90), tc (90)の 1.5倍加硫， tc(90)の 2倍）を変

えた条件で加硫したゴムの圧縮永久ひずみ試験結

果を表 2に示し，加硫温度及び加硫時間の関係を

図 1に示し，加硫温度及び引張応力の関係を図 2

に示す．加硫時間による影響は，加硫時間が長い

方(tc(90)の 2倍加硫）が圧縮永久ひずみが優れて

いる傾向を示す（図 1). これは，加硫時間が長く

なる程ポリサルファイド架橋等が減少し，ジ，モ

ノサルファイド架橋が多くなったためであると考

えられる列加硫温度による影響は，低い加硫温

度(120℃)の方が圧縮永久ひずみが優れている傾

向を示す（図 1). また，加硫温度及び引張応力の

関係（図 2)から，低い加硫温度(120℃)の方が引

張応力 (M200)が高く圧縮永久ひずみも優れてい

ることがわかる． これは，加硫温度が低い程均一

な架橋が形成され，かっ， ゴム分子の切断が少な

いためであると考えられる．

2. 屈曲き裂成長試験

配合は表 1に準拠した．加硫は，加硫温度

(120, 140, 160℃)，加硫時間(tc(90)の 1.5倍）

の条件で行った．屈曲ぎ裂成長における加硫温度

の関係を図 3に示す．屈曲ぎ裂成長は，低い加硫

温度(120℃)で加硫しても通常の加硫温度(140,

160℃)とはぼ同等の耐屈曲性を示すことがわか

る．また， 14000回屈曲後の加硫温度及び引張応

カの関係（図 4)から，低い加硫温度(120℃)では

通常加硫(140, 160℃)よりも引張応力が高いにも

関わらず耐屈曲性はほぼ同等であり，従って，耐

屈曲性においても低い加硫温度(120℃)が有効で

あることがわかる. TTよりも DM及び CZが屈

曲きれつ成長が若干良好であるが，これは， DM

や CZよりも TTの方が加硫速度が著しく速いた

め3)ポリサルファイド架橋からジ又はモノサルフ

ァイド架橋への変化が多く起こったためと考えら

れる．
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表 1 配合

NR(RSS#l) 100 

ステアリン酸 1 

酸化亜鉛 5 

HAFプラック 40 

硫黄 1.5 

加硫促進剤 表 2

表 2 圧縮永久ひずみ試験結果

郷芦ば~;~間） I tc(90) j翌塁）1：冒Itc (90) X 2 I tc (90) I~ 闘喜〗 jtc(9o)xzl tc(90) I~ は喜りltc(9o)xz 

120℃加硫

茫讐□1-> り 胃t---}~4 }_t----------y{----1日 ，~-~~ 五
140℃加硫

鍔竺冑~~:~-----t---1.;。 !t-------}t---t砕｝ 汎 且J----/r-------}_~ >
160℃加硫

ご~:~------t-·-1r-------Jt--------~闊1□,86> !t----J·---fr·---·---]\--------16~ 
1) JIS K6257に準拠， 100℃, 72時間， 25%圧縮 2) JIS K6251に準拠
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図3 屈曲ぎ裂成長における加硫温度の関係

（加硫時間： tc(90) Xl.5倍加硫） (JIS K 6260に準拠）
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圧縮永久ひずみにおける加硫温度及び引張応力の

関係（加硫時間： tc(90)Xl.5倍加硫）

ここに記載した内容は，細心の注意を払って行

った試験に基づくものでありますが，結果をすべ

図2 屈曲き裂成長における加硫温度及び引張応力の

関係（加硫時間： tc(90)Xl,5倍加硫）

て確実に保証するものではありません．
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